
進行する「もう一つの危機」

ようやく動き出した
日本の「水の安全保障戦略」

水不足や洪水、そして地球温暖化。世界は水危機への対応が急ピッチ。日本
でも産官学の組織が立ち上がった。

ら

斗

Ｊ

む
去
Ｔ
丸士
日

かずなり

和就 じ□切Uレウォータ・ジ切レ代詞

界
経
済
フ
オ
ー
ラ
ム
の
年
次

総
会

（ダ
ボ
ス
会
議
）
が
、今

年
も
１
月
末
に
ス
イ
ス
で
開

か
れ
た
。
世
界
中
の
政
財
界
の
指
導
者
約

２
６
０
０
人
が
集
い
、
世
界
金
融

・
経
済

恐
慌
と
い
か
に
戦
っ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、
多
く
の
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
会
議
で
、
人
間
の
生
存

に
関
す
る
最
も
重
要
な

「水
資
源
問
題
」

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
ダ
ボ

ス
会
議
の
年
次
報
告
書
は

「こ
の
ま
ま
人

類
が
水
資
源
を
使
い
続
け
る
と
、
世
界
は

２０
年
以
内
に
水
資
源
破
産
の
苦
境
に
立

ち
、
経
済
が
崩
壊
、
つ
ま
り
世
界
は
水
不

足
で
減
び
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。
モ
不

ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
石
油
が
枯
渇
し
て

も
、
石
炭
や
原
子
力

（ウ
ラ
ン
）
な
ど
の

代
番
品
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
水
に

は
水
し
か
な
い
の
だ
。

報
告
書
は
、
水
源
と
な
っ
て
い
る
世
界

各
地
の
主
要
河
川
の
７０
以
上
が
流
量
の
減

少
に
見
舞
わ
れ
、
枯
渇
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「世
界
が
今
ま
で

の
よ
う
な
水
バ
ブ
ル
（浪
費
と
過
剰
取
水
）

を
続
け
る
と
、
水
不
足
で
世
界
中
の
経
済

活
動
が
崩
壊
す
る
」
と
実
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

水
資
源
の
不
足
に
伴
い
、
食
料
を
作
る

耕
地
面
積
が
縮
小
し
て
お
り
、
そ
の
規
模

は
米
国
と
イ
ン
ド
の
耕
地
面
積
の
総
和

（世
界
穀
物
生
産
の
３０
％
に
相
当
）
に
匹
敵

す
る
。
さ
ら
に
多
く
の
水
資
源
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発

（発
電
、
バ
イ
オ
燃
料
）
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
水
資
源

の
破
産
宣
告
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。

環
境
問
題
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
て
い
る

が
、
実
は
人
類
最
大
の
環
境
問
題
は
今
後

迎
え
る

「水
不
足
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
今

回
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
は

「２０
年
以
内
に
水

不
足
の
危
機
到
来
で
、
水
は
石
油
よ
り
投

資
価
値
が
出
て
く
る
」
と
い
う
指
摘
も
な

さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
発
展
を
左
右
す
る

日
本
に
い
る
と
水
不
足
の
実
感
は
な
い

が
、
世
界
的
に
は
、
今
大
変
な
状
態
に
あ

フつ
。世

界
の
淡
水
資
源
の
７
割
は
氷
山
や
氷

河
で
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
や
、
そ
の

氷
河
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
、
加

速
度
的
に
溶
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
ア

ジ
ア
の
水
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
雪
解
け
水
は
、
世
界
人
口
の
３

分
の
２
の
ア
ジ
ア
人
口
を
支
え
て
い
る

が
、
今
、
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
氷
河
が
激
減
し

て
い
る
。
今
後
、
大
き
な
発
展
が
期
待
さ

れ
て
い
る
ア
ジ
ア
だ
が
、
そ
の
人
々
の
命

や
経
済
発
展
を
支
え
る
水
が
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
水
不
足
が
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済

発
展
を
左
右
す
る
事
態
に
突
入
し
て
い

をつ
。中

国
で
は
６
６
０
都
市
の
う
ち
５
１
１

都
市
で
水
不
足
で
あ
る
。
し
か
も
、
全
土

で
水
質
汚
染
が
激
し
く
、
３
割
以
上
の
河

川
が
重
金
属
や
農
薬
な
ど
で
汚
染
さ
れ
、

水
が
い
か
な
る
用
途
と
し
て
も
使
え
な
い

状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
国
北
部
で
は
昨

年
１０
月
以
来
、
ほ
と
ん
ど
雨
が
な
く
、
３

月
６
日
に
初
め
て
国
家
第
１
級
水
不
足
警

報
が
発
令
さ
れ
た
。
建
国
以
来
の
出
来
事

で
あ
る
。
テ」
の
ま
ま
雨
が
降
ら
な
い
と
「黄

河
文
明
で
栄
え
た
中
国
は
、
水
不
足
で
減

び
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
で
も
水
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
韓

国
環
境
部
の
発
表
に
よ
る
と
全
国
７
９
０

カ
所
の
村
で
給
水
制
限
が
さ
れ
て
お
り
、

水
源
地
の
ダ
ム
は
枯
れ
始
め
、
夏
に
な
る

ま
で
水
不
足
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
河
川
流
量
の
減
少
に
伴
い
、
海
水

の
逆
流
被
害
も
拡
大
し
て
い
る
。
全
羅
南

道
の
ソ
ム
ジ
ン
江
で
は
、
河
口
か
ら
２０
キ
ロ

ま
で
海
水
が
逆
流
し
、
飲
料
水
の
確
保
や

生
態
系
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ＺＣ
。米

国
に
お
い
て
も
、
深
刻
な
水
不
足
は

同
じ
だ
。
米
国
会
計
検
査
院

（Ｇ
Ａ
Ｏ
）

は

「米
国
５０
州
の
つヽ
ち
、
３６
州
が
４
年
以

内
に
水
危
機
に
直
面
す
る
」
可
能
性
が
あ

る
と
警
告
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
水
問
題
解

決
の
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み
も
活
発

化
し
て
い
る
。
３
月
１６
日
か
ら
ト
ル
ュ
の

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

「第
５
回
世
界
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
基
調

テ
ー
マ
は

「世
界
の
水
問
題
解
決
の
た
め

に
橋
を
架
け
よ
う
」
で
あ
る
。
世
界
１
３
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世
界
は
水
不
足

（エ
ジ
プ
ト

・
カ
イ
回
近
郊
で
、

水
コ
ン
テ
ナ
か
ら
飲
み
水
を
注
ぐ
女
性
）

０
カ
国
か
ら
２
万
人
以
上
の
水
関
係
者
が

集
ま
り
、
世
界
的
な
水
不
足
対
策
や
地
球

温
暖
化
に
伴
う
水
災
害
に
い
か
に
世
界
が

取
り
組
む
か
が
真
剣
に
討
議
さ
れ
た
。

だ
が
、
世
界
的
な
水
問
題

（水
不
足
や

洪
水
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
）
が
勃
発
し
、

世
界
各
国
が
水
の
安
全
保
障

「安
全

・
安

心
の
水
確
保
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
、

日
本
の
現
状
を
み
れ
ば
、
誠
に
お
寒
い
限

り
で
あ
る
。

水
に
関
わ
る
中
央
官
庁
は
１０
以
上
も
あ

る
。
下
水
道
は
国
土
交
通
省
、
上
水
道
は

厚
生
労
働
省
、
工
業
用
水
は
経
済
産
業
省
、

農
業
用
水
は
農
林
水
産
省
、
浄
化
槽
は
環

境
省
の
管
轄
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

が
細
か
く
分
割
か
つ
固
定
化
さ
れ
て
い

る
。
省
庁
の
内
部
で
も
、組
織
の
肥
大
化
、

非
効
率
化
が
横
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

に
関
す
る
直
接
の
法
律
は
２０
以
上
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
世
界
的
な
水
問
題
に
対
処

す
る
能
力
が
な
い
。

ま
た
、水
に
関
わ
る
産
業
界
を
み
て
も
、

個
別
の
膜
技
術
や
シ
ス
テ
ム
で
世
界
に
誇

れ
る
も
の
が
多
い
が
、
課
題
も
多
い
。
例

え
ば
海
水
淡
水
化
用
の
水
処
理
膜

（Ｒ
Ｏ

膜
）
は
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
世
界
市
場
の

約
７
割
を
寡
占
し
て
い
る
が
ハ
Ｒ
Ｏ
膜
単

体
売
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
大
き
な
ビ

ボマ
不
ス
に
な
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
日
本
メ
ー
カ
ー
は
海
外
に
お

け
る
事
業
運
営
の
経
験
が
少
な
く
、
維
持

管
理
全
体
に
関
わ
る
マ
不
ジ
メ
ン
ト
能
力

が
弱
い
。
国
際
的
に
み
て

「高
コ
ス
ト
体

質
」
で
国
際
競
争
力
も
弱
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
２
０
２
５
年
に
世
界
の
水
市
場
は

約
１
１
０
兆
円
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
よ
う
な
部
品
売
リ
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
、
１
兆
円
に
も
満
た
な
い
で
あ
ろ

つヽ
。
水
に
関
わ
る
関
係
者
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
特
化
し
、　
一
生
懸
命
与
え
ら

れ
た
分
野
で
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
い
る

が
、
国
と
し
て
総
合
的
な
力
と
な
っ
て
い

な
い
事
実
が
あ
る
。

日
本

は
水
輸
入
大

国

日
本
は
世
界
の
水
資
源
枯
渇
問
題
と
無

縁
で
な
い
。
日
本
は
世
界
の
水
に
支
え
ら

れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
国
家
で
あ
る
。
最

近
よ
く
論
議
さ
れ
る
の
が
、
東
京
大
学
の

沖
大
幹
教
授
の
提
唱
す
る
仮
想
水

（バ
ー

チ
ャ
ル
・ウ
オ
ー
タ
ー
）
の
概
念
で
あ
る
。

仮
想
水
と
は
、
日
本
が
食
料

（野
菜
や

肉
な
ど
）
を
輸
入
す
る
際
、
仮
に
、
そ
の

食
料
を
日
本
国
内
で
栽
培

・
育
成
し
た
と

仮
定
し
て
必
要
な
水
の
量
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
。
日
本
は
食
料
と
と
も
に
年
間
６

４
０
億
ト
ン
の
水
を
輸
入
し
て
い
る
計
算
に

な
る
。
現
在
、
日
本
国
内
の
食
料
生
産
に

用
い
ら
れ
て
い
る
濯
漑
用
水
は
、
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
４０
％
で
年
間
約

５
７
０
億
ト
ンを
使
用
し
て
い
る
。
今
後
、

食
料
自
給
率
を
５０
％
に
し
よ
う
と
す
る

と
、
年
間
約
１
４
０
億
ト
ン
の
農
業
用
水
が

必
要
で
あ
る
。
＞」
の
よ
う
な
水
資
源
は
今
、

日
本
に
は
な
い
。
世
界
の
水
不
足
は
、
日

本
の
食
料
事
情
に
直
結
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
世
界
の
水
問
題
は
日
本
の
水
問
題
で

も
あ
る
。

幸
い
に
し
て
日
本
に
は
、
世
界
に
誇
れ

る
水
に
関
す
る
優
れ
た
知
識
や
技
術
、
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
世
界
が
日
本
に
期
待
す

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
叡
智
を
集

結
し
、
共
有
財
産
と
し
て
世
界
の
水
問
題

解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
日
本
の
水
戦
略
は
ど
う
あ
れ
ば

よ
い
の
か
。

筆
者
の
関
わ
っ
た
、
省
庁
横
断
型
の
水

政
策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
安
倍
晋

三
政
権
時
の

「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２５
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
２
０
２
５
年
の
日
本
の
科

学
技
術
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
環
境

・
水
分
野
で
横
断
的
な
会

合
が
な
さ
れ
た
が
、
安
倍
氏
の
突
然
の
首

相
辞
任
で
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
次
は

福
田
康
夫
政
権
で
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
に
向
け
て
外
務
省
が
中
心
と
な
り

「水
に
関
す
る
有
識
者
と
実
務
者
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
洞
爺
湖
サ

ミ
ツ
ト
に
お
い
て

「日
本
は
世
界
の
水
問

題
解
決
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」
と
宣

言
さ
れ
た
。

し
か
し
水
分
野
に
関
わ
る
事
項
は
、
あ

ま
り
に
も
広
範
囲
で
あ
る
。
日
本
の
戦
略

に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

前
財
務
・金
融
相
の
中
川
昭

一
氏
で
あ
る
。

中
川
氏
は
、
農
水
相
、
経
産
相
を
歴
任
し

た
時
代
か
ら
、
水
問
題
に
大
き
な
興
味
を

持
ち
、
長
年
に
わ
た
り
私
的
な
水
の
研
究
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会
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
水
問
題

は
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認

識
さ
れ
、
０７
年
１２
月
か
ら

「自
民
党
の
水

の
安
全
保
障
に
関
す
る
研
究
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
さ
ら
に

「水
の
安
全

保
障
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」
に
格
上
げ

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
早
朝
か
ら
、
自
民
党

の
国
会
議
員
、
水
に
関
す
る
す
べ
て
の
省

庁
、
さ
ら
に
水
に
関
す
る
有
識
者
、
サ子
会
、

産
業
界
、
非
営
利
組
織

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
を
も

含
ん
だ
、
水
に
関
す
る
関
係
者
が

一
堂
に

会
し
た
。
そ
の
会
合
は
２０
回
以
上
重
ね
ら

れ
、
最
終
報
告
書
で
、
水
問
題
解
決
の
た

め
に
は
、
国
を
横
断
す
る
仕
組
み
、
す
な

わ
ち
「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
の
設
立
」

が
提
案
さ
れ
た
。

水
を
分
か
ち
含
う
文
化

こ
の

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
は

１
月
３０
日
に
正
式
発
足
。
こ
れ
で
日
本
の

水
対
策
は
大
き
く
前
進
し
た
と
い
え
る
。

森
喜
朗
元
首
相
、
御
手
洗
冨
士
夫

・
日
本

経
団
連
会
長
、
丹
保
憲
仁

・
北
海
道
大
学

名
誉
教
授
が
発
起
人
と
な
り
、
運
営
を
担

う
幹
事
委
員
に
は
丹
保
教
授
の
ほ
か
、
山

田
正

・
中
央
大
学
理
工
学
部
教
授
、
竹
村

公
太
郎
・日
本
水
フ
オ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
、

そ
れ
に
筆
者
を
含
む
４
人
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
提
言
活
動
を
す
る
？ヽ
え
で
中
心
と

な
る
専
門
委
員
会
委
員
に
は
、
日
本
で
現

在
活
躍
中
の
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て

お
り
、
そ
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
で
あ
る
。

機
構
の
目
的
は
、
国
内
外
の
水
問
題
を

解
決
す
る

「省
庁
を
横
断
す
る
水
分
野
の

提
言
」
と
、
さ
ら
に

「円
滑
な
行
政
、
学

術
研
究
、
民
間
企
業
の
海
外
活
動
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
レ
ベ
ル
の
活
動
」
を
強
力
に
支

援
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

機
構
は
日
本
の
水
問
題
で
司
令
塔
的
な

役
割
を
担
う
が
、
実
際
の
行
動
主
体
と
な

る
の
は
、
民
間
企
業
、
学
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
が
参
加
す
る

「チ
ー
ム
水
。日
本
」
で
、

機
構
と
同
じ
１
月
３０
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。「チ
ー
ム
水

・
日
本
」
に
は
、
水
浄
化
、

水
辺
都
童
再
生
、
海
外
支
援
な
ど
、
具
体

的
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
面
の
行
動
チ
ー
ム

が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
発

な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
課
題
は
、
①
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
で
の
安
全

・
安
心
を
ど
う
守
る
か
、

②
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
を
、
今
後
ど
う

守
る
の
か
、
③
河
川
行
政
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
④
日
本
の
水
に
対
す
る
国
墜
貫

献
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
⑤
Ｏ
Ｄ
Ａ

（政

府
開
発
援
助
）
の
あ
り
方
、
⑥
森
林
保
護

と
水
資
源
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
水
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
進
出
は
ど
う
す
る
の
か
―
―
な
ど
で

あ
る
。
ま
さ
に
水
に
関
す
る
各
分
野
の
問

題
が
提
起
さ
れ
、
そ
の
意
見
は
行
政
や
産

業
界
、
国
民
の
１
人
ひ
と
り
に
浸
透
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
は
、
「チ
ー

ム
水

。
日
本
」
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
は
今
ま
で
の
国
家
行
政

の
な
か
に
な
か
つ
た
仕
組
み
で
あ
り
、
国

政
史
上
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
呼
応
し
て
、

バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
各
省
庁
も
連
絡
会
議

や
、
省
庁
を
横
断
す
る
協
議
会
な
ど
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
１２
省
庁
を
含
む
水
に
関

す
る
省
庁
間
の
連
絡
会
議
も
す
で
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

日
本
人
は
農
耕
稲
作
民
族
で
あ
り
、
水

に
関
す
る
長
い
歴
史
が
あ
り
、
水
を
分
か

ち
合
っ
て
き
た
文
化
が
あ
る
。
最
近
、
水

問
題
と
い
つヽ
と
、
す
ぐ
技
術
的
な
論
議
が

な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
質
的
な
水
に
対
す

る
文
化
を
語
り
、
そ
の
？ヽ
え
で
水
行
政
を

考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
水
に
関
す

る
裾
野
は
広
く
、
水
の
文
化
、
治
水
の
歴

史
、
最
先
端
の
水
の
技
術
を
啓
家
で
き
る

機
会
も
、
こ
の
機
構
で
実
現
で
き
る
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。

機
構
は
発
足
し
た
ば
か
り
だ
が
、
国
民

の
水
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
日
本
国
内

の
水
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
て
、
世
星
貢
献

に
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
】

日本の水対策に関わる組織

人ヽ材派遣、印
動

関

活

機

地

際

現

国

／
／
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(出所 )曰土交通省、水の安全保障戦略機構の資料を基に編集部作成
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